
（様式１－１） 令和６年度 学校評価報告書 大牟田市立松原中学校 ＮＯ１ 

学校教育目標 子供の笑顔があふれる幸せな学校  （松原中学校区の教育目標） 重点目標 学んだことを活かし、協働して課題解決に臨む笑顔で元気な生徒の育成（学習意欲、思考・判断・表現力） 

評 価 計 画 と 自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 改 善 計 画 

 重点目標 目標達成のための方策（取組指標） めざす生徒の姿（成果指標） 評価 結果（成果○と課題△） 評価 コメント 次年度における改善策 

重 

点 

目 

標 

に 

対 

す 

る 

評 

価 

＜重点１＞ 

 

 

思いやりと感

謝 の 心 を 持

ち、互いに支

え合う生徒 

○ 多様な意見を大切にした道徳の

授業を行う 

○ 友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くこと

ができる生徒 

★ 生徒アンケート目標値：３．６ 

         結果値： ３．５→３．４ 

４ 

○授業中の意見交流の場面では活発な話合いが行わ
れていた。 

○総合的な学習の時間を中心に、福祉や地域、進路の
ことについて課題解決的に学習を進めることがで
きた。 

○委員会の取組、学校行事などでは自分の役割や友達
のよさを見つけ、お互いに協力して取り組む姿が見
られた。また、行事後にメルシーアーチに取り組む
ことで具体的な言葉で感謝の気持ちを伝えること
ができた。 

△自己概念、自己有用感が高まらなかった。自尊感情、

自己肯定感は少し上昇した。 

Ａ 

○学校の自己評価は適切である。 

・学習に向かう態度がよく、真剣な中にも和やか

な雰囲気で教師との関係がよいことがうかがえ

る。 

・自己概念などを高めるためには、家庭と連携が

必要。啓蒙活動の１つとして、「子供との関わり」

などの PTA研修を開いてみてはどうか。 

・実生活での経験が少ない分、総合的な学習の時

間で福祉や地域のことについて学べるのはあり

がたい。 

・学校内の掲示物も生徒達の頑張りが見えてとて

もよい。 

・学習指導において、生徒が他者と異なる

視点から考えたり、それらをすり合わせ

ながら一つの考えにしたりするような発

表や話し合いの場面を充実させる。 

・教育活動の様々な場面で、子供の話をし

っかり聞き共感し尊重することで、大事

な存在だということを実感させる。 

・教師による教材の提示だけでなく、思考

を深めたり話し合ったりする場面などで

も ICTを活用する。 

○ 協働して課題解決を行うことが

できる授業（教科、総合的な学習）

を実施する 

○ みんなで課題を立ててその解決に向けて取り組むことが

できる生徒 

★ 生徒アンケート目標値：３．４ 

結果値： ３.３→３.３ 

４ Ａ 

○ 支え合うことの大切さを感じこ

とができるような話を、朝の会や

帰りの会で実施する 

○ 居心地がいい（安心できる）学級 

★ 生徒アンケート目標値：３．４ 

    結果値： ３.３→３.３ 
４ Ａ 

＜重点２＞ 

真剣に学び続

け、どんな困

難 に も 挑 戦

し、自己の生

き方に対し、

志や目標（知・

徳・体）をもっ

て知識・技能

を習得する生

徒 

○ 学び方の基本を徹底した授業を

展開する 

・学習のめあてを立てる 

・自分の力で解く、学び合う 

 ・学習をまとめ・ふり返る 

○ 課題に対して、自ら考えて取り組むことができる生徒 

★ 生徒アンケート目標値：３．４  結果値：３．４→３.３ 

◇ どの教科も学力検査の正答率を３ポイント以上上げる 

  １，２年：４月標準学力調査 → 1月標準学力調査  

３年：６月学力実態調査 → １０月学力実態調査 

３ 

○学び方の基本を意識した授業を展開することがで

きた。 

△学習指導において、ICT 活用が教師による教材の提

示だけになっていることが多い。 

△１年学力検査の正答率は国語と理科が上昇した。社

会の正答率が低い結果であった。 

△各種学力調査結果の分析し生徒の実態を職員で十

分に共有できなかった。 

○毎日１ページの松原ノートを地道に続けることが

でき、家庭学習時間の確保につなげることができ

た。 

Ａ 

○学校の自己評価は適切である。 

・タブレットに自分の考えを入力したものを他者

と共有することで、交流活動が活発化し、協働的

な学びにつなげることができている。 

・ICTについては、好事例などを参考にして教師が積極的

に使いこなすことができるような研修が必要である。 

・なぜ国語と理科が上がり、なぜ社会が悪かった

のか要因をしっかり分析する必要がある。 

・生徒の SOSの声は、松原ノートが一番よい。 

・これからの子供たちには「こんなことしたんだ、

できるんだ」という自己アピール（プレゼン）が

堂々とできるような教育が必要ではないか。 

・単元全体の目標を明確にした単元設計を行

うために、講師を招聘した職員研修を実施

して授業力の向上を図ることで、生徒が学

習の見通しを持って授業に取り組むことが

できるようにする、 

・何のために勉強するのかを学ぶことができ

るように、卒業生や社会人の方をＧＴとし

て招聘し、キャリア教育を充実させていく。 

・各種学力調査の結果について学力向上コー

ディネータを中心に研究推進委員会で結果

の分析を行い、学力の実態や効果的な取組

等を校内研修の場で共有する。 

○ 松原ノ－トを活用して家庭学習

に取り組む 

○ 学校の授業時間以外に家庭学習に励むことのできる生徒 

★ 生徒アンケート目標値：３．１ 

         結果値： ３．０→３．２ 
４ Ａ 

○ 進学や就職、これからの社会に

求められることを念頭においたキ

ャリア教育を実施する 

○ 将来の夢や目標を持っている生徒 

★ 生徒アンケート目標値：３．０ 

    結果値： ２．９→２．８ 
３ Ａ 

＜重点３＞ 

 

激しく変化す

る不透明な情

勢に対応し、

協働して持続

可能な社会を

つくる生徒 

○ 学級運営の状況や課題を全教職

員間で共有し、学年・学校として組

織的に行う 

○ 学級のみんなで協力して何かやり遂げ、うれしかった経験

を持つ生徒 

★ 生徒アンケート目標値：３．７ 

      結果値： ３．６→３．６ 

４ 

○みんなのスポーツ大会や合唱発表会などの行事で

は、各学級、各学年の状況を職員間で情報交換しな

がら連携を密にして進めていき、生徒に達成感を持

たせることができた。 

○話合い活動において、ペアや班など編制を工夫して

行うことで、自分の考えを伝え合う活動を、年間を

通して仕組むことができた。 

○みんなのクリーンアップ運動では、小学校や地域と

連携して、地域を大切にする気持ちを養うことがで

きた。 

△生徒会の活動について、担当職員の負担が大きい場

面があったため、さらに軽減・分散できるように努

めていくことが必要である。 

Ａ 

○学校の自己評価は適切である。 

・社会で生きる力を養うためにこれからもたくさ

んの経験をさせてほしい。来年度からの松原中

校区小中連携に期待したい。 

・それぞれの行事や活動において、生徒達が生き

生きと楽しそうに協力している姿を見ることが

できた。また、小学生との交流行事においても年

長者としての自覚を垣間見ることができ、今後

もこういった取組を継続してほしい。 

・生徒会活動をより自主的･自活的にすることで

やり甲斐が高まり、教師の負担軽減にも繋がる

と思う。 

・学校行事や委員会活動を中心に、生徒達

の自治意識と主体的な行動力を高めてい

くことができるように、生徒が考え、判断

し、実行していくことができる場を増や

していく。 

・担当職員の負担を軽減することができる

ように、複数人体制で担当することがで

きるように、係分担の工夫を行う。 

・地域学校協働本部を活用し、地域の方々、 

ＰＴＡ 、各小学校との連携しながら教育

活動を進めていく。 

○ 授業において、生徒間で話し合

う活動を計画的に実施する 

○ 授業中の話し合う内容を理解して、相手の考えを最後まで

聞き、自分の考えをしっかり伝えることができる生徒 

★ 生徒アンケート目標値：３．５ 

結果値： ３．４→３．４ 

４ Ａ 

○ 生徒会活動を積極的に支援し、

自主的な実践力を高めることがで

きるようにする 

○ 友だちの間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、広げたりできる生徒 

★ 生徒アンケート目標値：３．４ 

         結果値： ３．４→３．４ 

４ Ａ 

い
じ
め
防
止 

いじめに気づ

き、いじめを

しない、いじ

めを許さない

生徒 

【絆づくり】 

○ 定期的なアンケートの実施と丁

寧な様相観察を実施する 

○ いじめはいけないといえる生徒 

★ 生徒アンケート目標値：４.０  結果値： ３．８ 
４ 

○定期的なアンケートや臨時のアンケート、教育相談

の実施によりいじめの早期発見、早期対応ができた。 

○担任を中心にＳＣやＳＳＷ、関係機関と連携して、

いじめに対する早期対応、未然防止に努めることが

できた。 

△いじめの認知など、いじめに対する職員の見識を高

め、学校全体でいじめを見逃さない風土をつくる。 

Ａ 
○学校の自己評価は適切である。 

・SCや SSWを活用するなど校内組織と関係機関の

連携がうまくできていることが、いじめの未然

防止や早期解決につながっている。 

・引き続き人権教育も充実させてほしい。 

・常に相談し合える職員集団であることが生徒の

わずかな変化をキャッチすることに繋がると考

える。 

・若い先生が増えてきた現状もあるため、

年度初めにいじめの定義や構造を確認

し、いじめを見逃さない風土をつくる。 

・いじめはいけないと全員が思うことがで

きるように、朝の会、帰りの会や学期初め

など継続して教師が話を行うことで生

徒、教職員の人権意識を高める。 

○ 共感的な生徒指導を推進し、年

３回の教育相談を行う 
○ 相談できる教師がいる 

★ 生徒アンケート目標値：３．３  結果値：３．２ ４ Ａ 

○ いじめを認知した際は、いじめ

対策委員会での情報共有のもとに

組織的な対応を行う 

○ いじめの認知件数の増加および解消 

★ 認知したいじめの解消率：100％ 

    令和６年度認知件数 10件のうち 10件解消（見守り継続含む） 
３ Ａ 

不
登
校
対
策 

元 気 に 登 校

し、笑顔で下

校する生徒 

【居場所づくり】 

○ 生徒の頑張りを捉え、積極的に

生徒のことを褒める 
○ 自分の良いところに気づくことができる生徒 

★ 生徒アンケート目標値：３．２   結果値： ３．１→３．１ 

○ 学校への登校意欲をもつ生徒 

★ 生徒アンケート目標値：３．３  結果値： ３．３ 

○ 不登校生徒の出現率 （１月現在） 

★ 目標値：１１％以下   結果値：１１．９％ 

４ 
○つながりを切らさないように欠席した生徒への連絡や声掛

けを、担任だけでなく学年全体で丁寧に行うことができた。 

○生徒指導主事や生徒支援加配教員を中心に生徒へ

の明るい声掛けを進めることで、学校全体の安心・

安全な風土をつくることができた。 

△学校に登校できない要因がより複雑化しており、不

登校生徒の数が増加した。 

Ａ 
○学校の自己評価は適切である。 

・不登校生徒が増加している原因の把握ができてい

ればよい。 

・積極的な生徒指導を進めて、学校全体の雰囲気を良

くしているように見える。 

・保護者との連携だけでなく SCや SSW、地域の力(民

生委員さんなど)を活用して少しでもいい方向にい

けるといい 

・「学校で学ぶ」意味を今一度、再確認し不登 
校生徒をうまない環境づくりに取り組む。 

・SSW や SC、支援加配教員の役割を生徒たち
にも伝え、集会で支援についての話を行う。 

・家庭との連携をさらに充実させ、ハートフル
フームや大牟田市教育支援センターなどを
活用し、個に応じた学習の場を確実に提供
する。 

○ 「福岡アクション３」による不登

校未然防止を徹底する 
４ Ａ 

○ 生徒指導委員会で報告し全体で

共有して、指導や支援に生かす ３ Ａ 

働
き
方
改
革 

働き方改革の

指針に沿った

取組 

① 定時退校日の確実な実施 （毎週水曜日） 

② 部活動休養日の確実な実施 （毎週水と土日のうち１日以上、長期休暇中の一定期間、学校閉庁日） 

③ 学校閉庁日、閉庁時間の設定、取組 （8月 13～16日・12月 26日～1月 3日、閉庁時間を 20時） 

★ 実績目標値  <★超過勤務月平均４５時間以内 > 

３ 

○部活動休養日については全職員が意識して実施す

ることができた。 

△定時退校日は設定しているが、時期によっては実践

することができないことがあった。 

△行事等のスリム化をさらに進めていくことが必要

である。 

Ａ 

○学校の自己評価は適切である。 

・働きやすさと働き甲斐のある働き方改革を進め

ていく必要がある。 

・働き方改革で教育に影響が出るのは避けなけれ 

ばならない。職員を増やすしか手立てはないの 

ではないか。 

・４月、５月の働き方について「これは本当

に必要か」を考え、業務の洗い出しができ

るように、何に時間がかかっているのか

を記録する。 

・定時退校日、部活動休養日を適切に組み、

実施する。 

 ◇ 評価について  【自 己 評 価】  ４：目標達成（９０％以上）  ３：ほぼ達成（７０％～９０％）      ２：もう少し（６０％～７０％）    １：できていない（６０％未満） 

           【学校関係者評価】  Ａ：自己評価は適切である   Ｂ：自己評価は上方修正すべきである    Ｃ：自己評価は下方修正すべきである 


